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北海道立羽幌病院からのお知らせ
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　日本人女性の乳がんの 罹患 率は20人に1人の割合で、胃がんを抜いて第1位となっています。乳がんによる死
りかん

亡を防ぐ決め手は、早期発見・早期治療と言われています。

　マンモグラフィ検査とは、乳腺・乳房専用のＸ線撮影のことで、手で触っても判らないような早期の小さな

乳がんはもちろん、しこりを作らない乳がんも発見でき、視触診と超音波検査を併用した検診に比べ3倍以上の

発見率となっています。このことから厚生労働省もマンモグラフィと視触診の併用検診を推奨しています。

　羽幌病院では、マンモグラフィ撮影認定技師1名と応援による読影認定医師により、精度の高い診断に努めて

います。乳がんの早期発見・早期治療にお役立て下さい。

���������������北海道立羽幌病院　� 0164-62-6060　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/hbb/
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